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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
表示部と、
複数の楽曲をアルバム毎に管理し、再生可能な楽曲のリストを前記表示部に表示する制御
部と、
文字入力が可能な文字入力部とを有するオーディオ装置において、
前記制御部は、前記文字入力部を介して入力された文字により楽曲名又はアーティスト名
が変更されると、変更後の楽曲名又はアーティスト名に応じて当該楽曲を含むアルバムの
アルバム名を変更することを特徴とするオーディオ装置。
【請求項２】
更に、音楽ＣＤからオーディオ信号を読み出すＣＤ再生部を有し、
前記制御部は前記ＣＤ再生部に音楽ＣＤが装填されると音楽情報データベースにアクセス
し、前記音楽情報データベースから前記音楽ＣＤの音楽情報を取得したときは前記音楽情
報に基づいて前記音楽ＣＤに収録されている楽曲の楽曲名、アーティスト名及びアルバム
名を設定し、前記音楽情報データベースから前記音楽ＣＤの音楽情報を取得できないとき
に、前記音楽ＣＤに収録されている楽曲の楽曲名、アーティスト名及びアルバム名を自動
的に付与することを特徴とする請求項１に記載のオーディオ装置。
【請求項３】
前記制御部は、前記文字入力部を介して入力された文字により楽曲名又はアーティスト名
が変更されると、当該楽曲を含むアルバムのアルバム名が前記制御部により自動的に付与
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されたアルバム名か否かを調べ、自動的に付与されたアルバム名であるときのみ、変更後
の楽曲名又はアーティスト名に応じて前記アルバム名を変更することを特徴とする請求項
２に記載のオーディオ装置。
【請求項４】
更に、記憶媒体を有し、
前記制御部は、前記ＣＤ再生部を介して前記音楽ＣＤから読み出したオーディオ信号を圧
縮処理して音楽データとし、前記音楽データに前記楽曲名、アーティスト名及びアルバム
名のデータを付加して前記記憶媒体に記憶することを特徴とする請求項２又は３に記載の
オーディオ装置。
【請求項５】
前記制御部は、前記表示部に再生可能なアルバムのリストを表示する際に、前記音楽情報
データベースから取得した音楽情報に基づいてアルバム名が設定されたアルバムと、変更
された前記楽曲名又はアーティスト名に応じてアルバム名が変更されたアルバムとを識別
可能に表示することを特徴とする請求項２又は３に記載のオーディオ装置。

【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、再生可能な楽曲の楽曲名、アーティスト名及びアルバム名を表示するオーディ
オ装置に関し、特にハードディスク等の大容量記憶媒体に複数のアルバムを記憶すること
ができるオーディオ装置に関する。
【０００２】
【従来の技術】
近年、音楽ＣＤ（Compact Disc）からオーディオ信号を読み出して圧縮し、音楽データに
変換してハードディスクに記憶するオーディオ装置が普及し始めている。この種のオーデ
ィオ装置では、通常、ＣＤが装填されるとリードインエリアに記録されているＴＯＣ（Ta
ble Of Contents ）情報を読み出し、ＣＤＤＢ等の音楽情報データベースにアクセスして
ＣＤのアルバム名、アーティスト名及び楽曲名等の情報（以下、音楽情報という）を取得
する。そして、これらの音楽情報を音楽データに付加してハードディスクに記憶する。
【０００３】
このように、各楽曲毎に、楽曲名、アーティスト名及びアルバム名等の情報を付加してお
くことにより、楽曲を効率よく管理することができる。例えば、オーディオ装置に対しユ
ーザが所定の操作を行うと、ハードディスクに収録されているアルバムのリストがオーデ
ィオ装置の表示部に表示される。このリストから所望のアルバムを選択すると、当該アル
バムに収録されている楽曲（音楽データ）のリストが表示され、このリストから所望の楽
曲を選択するとハードディスクから音楽データが読み出されて音楽の再生が開始される。
【０００４】
ところで、音楽情報データベースから音楽情報を取得することができない場合、オーディ
オ装置では楽曲名を例えば「My Track 0001 」、「My Track 0002 」、…というように自
動的に付与し、アルバム名を例えば「My Album 0001 」というように自動的に付与してい
る。ハードディスクに既に「My Album 0001 」というアルバムが記憶されている場合は、
末尾の数字を自動的に変化させて、アルバム名が重複しないようにしている。
【０００５】
【特許文献１】
特開２００３－５０８１６号公報
【０００６】
【発明が解決しようとする課題】
しかしながら、ハードディスクには数百～数千曲分の音楽データを記憶しておくことがで
きるため、オーディオ装置により自動的に付与された楽曲名及びアルバム名では、どのよ
うな楽曲が収録されているのかわからなくなってしまう。
【０００７】
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この種のオーディオ装置では、ユーザ自身で楽曲名、アルバム名及びアーティスト名を編
集することが可能である。しかし、楽曲名、アルバム名及びアーティスト名をそれぞれユ
ーザ自身で入力する作業は煩雑である。例えば、楽曲名、アルバム名及びアーティスト名
が自動的に付与された多数の楽曲のうちから所定の楽曲を容易に検索できるようにするた
めには、少なくとも当該楽曲の楽曲名（又は、アーティスト名）と、アルバム名との両方
をユーザ自身が入力することが必要である。
【０００８】
なお、特開２００３－５０８１６号公報には、ユーザにより指定されたキーワードで複数
の楽曲を検索し、検索された楽曲のハイライト部分を順次再生するオーディオ装置が記載
されている。しかし、オーディオ装置により自動的に付与された楽曲名又はアルバム名か
らこのような方法で所望の楽曲を探すことは実用的ではない。
【０００９】
以上から、本発明の目的は、アルバム名をユーザ自身で編集しなくても、楽曲名又はアー
ティスト名を編集すれば楽曲名又はアーティスト名に応じてアルバム名を自動的に変更す
るオーディオ装置を提供することである。
【００１０】
【課題を解決するための手段】
上記した課題は、表示部と、複数の楽曲をアルバム毎に管理し、再生可能な楽曲のリスト
を前記表示部に表示する制御部と、文字入力が可能な文字入力部とを有するオーディオ装
置において、前記制御部は、前記文字入力部を介して入力された文字により楽曲名又はア
ーティスト名が変更されると、変更後の楽曲名又はアーティスト名に応じて当該楽曲を含
むアルバムのアルバム名を変更することを特徴とするオーディオ装置により解決する。
【００１１】
更に、音楽ＣＤからオーディオ信号を読み出すＣＤ再生部を有し、前記制御部は前記ＣＤ
再生部に音楽ＣＤが装填されると音楽情報データベースにアクセスし、前記音楽情報デー
タベースから前記音楽ＣＤの音楽情報を取得したときは前記音楽情報に基づいて前記音楽
ＣＤに収録されている楽曲の楽曲名、アーティスト名及びアルバム名を設定し、前記音楽
情報データベースから前記音楽ＣＤの音楽情報を取得できないときに、前記音楽ＣＤに収
録されている楽曲の楽曲名、アーティスト名及びアルバム名を自動的に付与することが好
ましい。
【００１２】
前記制御部は、前記文字入力部を介して入力された文字により楽曲名又はアーティスト名
が変更されると、当該楽曲を含むアルバムのアルバム名が前記制御部により自動的に付与
されたアルバム名か否かを調べ、自動的に付与されたアルバム名であるときのみ、変更後
の楽曲名又はアーティスト名に応じて前記アルバム名を変更することが好ましい。
【００１３】
更に、記憶媒体を有し、前記制御部は、前記ＣＤ再生部を介して前記音楽ＣＤから読み出
したオーディオ信号を圧縮処理して音楽データとし、前記音楽データに前記楽曲名、アー
ティスト名及びアルバム名のデータを付加して前記記憶媒体に記憶することが好ましい。
【００１４】
前記制御部は、前記表示部に再生可能なアルバムのリストを表示する際に、前記音楽情報
データベースから取得した音楽情報に基づいて設定されたアルバム名と、前記楽曲名又は
アーティスト名に応じて変更されたアルバム名とを識別可能に表示することが好ましい。
【００１５】
通常、オーディオ装置では、音楽情報データベースから音楽情報を取得することができな
い場合、オーディオ装置により自動的に楽曲名、アーティスト名及びアルバム名が付与さ
れる。しかし、オーディオ装置により自動的に付与される楽曲名、アーティスト名及びア
ルバム名では楽曲の内容がわからず、同様に楽曲名、アーティスト名及びアルバム名がオ
ーディオ装置により自動的に付与された他の楽曲と区別することが困難である
他の楽曲と容易に区別することができるようにするためには、楽曲名及びアーティスト名
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のうちの少なくとも一方と、アルバム名とを変更することが必要である。本発明において
は、ユーザが楽曲名又はアーティスト名を変更すると、制御部によりアルバム名が楽曲名
又はアーティスト名に応じて変更されるので、所望の楽曲が含まれるアルバムを他のアル
バムと容易に区別することができるようになる。すなわち、本発明においては、楽曲名及
びアーティスト名の少なくとの一方を変更するだけで、当該楽曲を多数のアルバムのうち
から容易に検出することが可能になる。
【００１６】
【発明の実施の形態】
以下、本発明の実施の形態について、添付の図面を参照して説明する。
【００１７】
図１は、本発明の実施の形態のオーディオ装置の構成を示すブロック図である。
【００１８】
このオーディオ装置は、制御部１０と、ハードディスク１１と、音楽ＣＤ１２ａが装填さ
れるＣＤ再生部１２と、操作部１３と、液晶パネル又は有機ＥＬ（Electro Luminescence
）パネルからなる表示部１４と、Ｄ／Ａ変換器１５と、スピーカー１６とにより構成され
ている。
【００１９】
制御部１０は、操作部１３からの信号に応じて、ハードディスク１１、ＣＤ再生部１２及
び表示部１４を制御する。また、制御部１０は、ＣＤ再生部１２を介してＣＤ１２ａから
読み出したデジタルのオーディオ信号を圧縮処理しＭＰ３（MPEG-1 audio layer 3）等の
音楽データに変換してハードディスク１１に記憶したり、ハードディスク１１から読み出
した音楽データを伸張処理してデジタルのオーディオ信号に変換し、Ｄ／Ａ変換器１５に
出力するなどの信号処理を行う。更に、制御部１０は表示部１４に、再生中の楽曲の楽曲
名、アーティスト名及びアルバム名を表示したり、再生可能なアルバムや楽曲のリストを
表示するなどの処理も行う。
【００２０】
ハードディスク１１は、図２の模式図に示すように、音楽データを記憶する音楽データ記
憶領域１１ａと、音楽情報データベースを記憶した音楽情報データベース記憶領域１１ｂ
とに分割されている。なお、ハードディスク１１に音楽情報データベースを記憶しない替
わりに、通信手段を介してインターネット上の音楽情報データベースにアクセスできるよ
うにしてもよい。
【００２１】
操作部１３には、当該オーディオ装置を操作するための操作キー（ボタン）等が設けられ
ている。また、本実施の形態では、操作部１３には図３に示すようなリモコン送信機３０
が含まれている。
【００２２】
このリモコン送信機３０には、方向キー３１、「編集」キー３２、「決定」キー３３、「
取消」キー３４、「再生」キー３５、「停止」キー３６、トラックアップキー３７、トラ
ックダウンキー３８及び複数の数字・文字入力キー３９等が設けられている。後述するよ
うに、楽曲名、アーティスト名及びアルバム名を編集するときには、このリモコン送信機
３０を使用し、携帯電話と同様の操作で文字及び数字等を入力することができる。
【００２３】
なお、上記したリモコン送信機３０は本発明における文字入力部の一例であるが、その他
の装置により文字入力部を構成してもよい。
【００２４】
このように構成されたオーディオ装置において、ＣＤ再生部１２に音楽ＣＤ１２ａを装填
すると、制御部１０はＣＤ１２ａのＴＯＣ情報を読み出し、音楽情報データベース１１ｂ
にアクセスして当該ＣＤ１２ａの音楽情報を取得し、表示部１４にＣＤ再生リストを表示
する。但し、音楽情報データベース１１ｂに当該ＣＤ１２ａの音楽情報が登録されていな
い場合（又は、音楽情報データベースにアクセスすることができない場合）には、制御部
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１０はアルバム名を「my album 0001 」とし、楽曲名をトラック順に「my track 0001 」
、「my track 0002 」、…というように自動的に付与する。ハードディスク１１に「my a
lbum 0001 」というアルバムが既に記憶されている場合は、末尾の数字を自動的に変化さ
せて、アルバム名が重複しないようにする。また、音楽情報データベースから音楽情報を
取得できない場合、アーティスト名は「unknown 」に設定される。ここでは、図４のＣＤ
再生リストの例に示すように、音楽情報データベースから音楽情報を取得することができ
ず、楽曲名、アーティスト名及びアルバム名が制御部１０により自動的に付与されたもの
とする。
【００２５】
図４に示すように、ＣＤ再生リストでは、楽曲名の前に当該楽曲を録音するか否かを設定
するチェックボックス４１が設けられており、初期状態では全てのチェックボックス４１
にチェックがついて録音をする設定になっている。ユーザは、リモコン送信機３０の方向
キー３１と「決定」キー３３とを操作してチェックボックス４１のチェックを外すことが
できる。チェックが外された楽曲については録音をしないように設定される。ここでは、
初期状態の設定のままで、すなわち、楽曲名、アーティスト名及びアルバム名が自動付与
された名称のままであり、かつ全ての楽曲を録音する設定のままで、「再生」ボタン３５
を押したものとする。
【００２６】
これにより、制御部１０はＣＤ再生部１２を介してＣＤ１２ａからオーディオ信号を読み
出して音楽を再生しながら、オーディオ信号をＭＰ３等の圧縮方式で圧縮して音楽データ
に変換し、楽曲毎に音楽情報（楽曲名、アーティスト名及びアルバム名）を付加してハー
ドディスク１１に記憶する。
【００２７】
このようにして、楽曲がアルバム毎にグループ化されてハードディスク１１に記憶される
。
【００２８】
以下、ハードディスク１１に収録された音楽データの楽曲名を編集する場合の動作につい
て、図５，図６に示すフローチャートを参照して説明する。
【００２９】
まず、ステップＳ１１において、ハードディスク１１に収録されているアルバムのリスト
を表示部１４に表示する。すなわち、ユーザが所定の操作を行うと、制御部１０はハード
ディスク１１を検索し、図７（ａ）に示すように、表示部１４に全てのアルバムのリスト
を表示する。
【００３０】
次に、ステップＳ１２に移行し、制御部１０は、ユーザによりアルバムが選択されるのを
待つ。ユーザが例えばリモコン送信機３０を操作して所望のアルバムを選択すると、ステ
ップＳ１３に移行する。ステップＳ１３において、制御部１０は選択されたアルバムのデ
ータをハードディスク１１から読み出し、図７（ｂ）に示すように、当該アルバムの楽曲
名及びアーティスト名のリストを表示する。
【００３１】
その後、ステップＳ１４において、ユーザがリモコン送信機３０の「編集」キー３２を押
すと、ステップＳ１５に移行し、図７（ｃ）に示すように、選択された楽曲の楽曲名が反
転表示されて、楽曲名の編集が可能になる。
【００３２】
その後、ユーザは、リモコン送信機３０の数字・文字入力キー３９を操作して、図８（ａ
）に示すように、所望の楽曲名を入力し、「決定」キー３３を押すと、楽曲名が確定され
て楽曲名の編集処理が終了する。なお、図７（ｃ）に示すように自動付与された楽曲名が
反転表示されている状態で「決定」キー３３を押すと、自動付与された楽曲名がそのまま
確定される。
【００３３】
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次に、ステップＳ１６に移行し、制御部１０は、確定された楽曲名が自動付与された楽曲
名か否か（又は、楽曲名が変更されたか否か）を判定する。確定された楽曲名が「my tra
ck **** 」の場合（但し、****は任意の数字）は自動付与された楽曲名と判定して、ステ
ップＳ１６からステップＳ１９に移行する。一方、確定した楽曲名が「my track **** 」
ではない場合は、自動付与された楽曲名でないと判定して、ステップＳ１６からステップ
Ｓ１７に移行する。
【００３４】
ステップＳ１７では、当該楽曲が属するアルバム名を調べ、アルバム名が自動付与された
ものか否かを判定する。アルバム名が「my album **** 」の場合（但し、****は任意の数
字）は、自動付与されたアルバム名であると判定してステップＳ１８に移行し、図８（ｂ
）に示すように、アルバム名を楽曲名に応じて変更する。但し、このようにして変更され
たアルバム名が本来のアルバム名（音楽情報データベースから取得したアルバム名、又は
ユーザが直接入力したアルバム名）ではないことを示すために、本実施の形態では括弧で
括った楽曲名をアルバム名としている。その後、ステップＳ１９に移行する。
【００３５】
一方、ステップＳ１７において、アルバム名が「my album **** 」ではなく、自動付与さ
れたアルバム名ではないと判定した場合は、ステップＳ１７からステップＳ１９に直接移
行する。
【００３６】
ステップＳ１９では、図８（ｃ）に示すように、アーティスト名が反転表示されて、アー
ティスト名の編集が可能になる。ここで、ユーザは、リモコン送信機３０の数字・文字入
力キー３９を操作して、図９に示すようにアーティスト名を入力し、「決定」キー３３を
押す。これにより、アーティスト名が確定されて、ステップＳ２０に移行する。
【００３７】
ステップＳ２０では、制御部１０は、確定されたアーティスト名が自動付与されたアーテ
ィスト名か否かを判定する。確定されたアーティスト名が「Unknown 」の場合は自動付与
されたアーティスト名と判定して、当該楽曲の編集処理を終了する。その後、必要に応じ
て、次の楽曲の楽曲名及びアーティスト名の変更処理が開始される。
【００３８】
一方、ステップＳ２０において、確定したアーティスト名が「Unknown 」ではない場合は
、自動付与されたアーティスト名でないと判定して、ステップＳ２１に移行する。ステッ
プＳ２１では、当該楽曲が属するアルバム名を調べ、アルバム名が自動付与されたものか
否かを判定する。アルバム名が「my album **** 」ではない場合、制御部１０は自動付与
されたアルバム名ではないと判定し、アルバム名を変更することなく当該楽曲の編集処理
を終了する。その後、必要に応じて、次の楽曲の楽曲名及びアーティスト名の変更処理が
開始される。
【００３９】
一方、アルバム名が「my album **** 」の場合は、自動付与されたアルバム名であると判
定し、ステップＳ２２に移行して、アルバム名をアーティスト名に応じて変更する。
【００４０】
例えば、図１０に示すように、自動付与された楽曲名を変更することなくアーティスト名
のみを変更した場合は、アーティスト名に応じてアルバム名が変更される。但し、このよ
うにして変更されたアルバム名が本来のアルバム名ではないことを示すために、本実施の
形態では括弧で括ったアーティスト名をアルバム名としている。
【００４１】
その後、必要に応じて、次の楽曲の楽曲名及びアーティスト名の変更処理が開始される。
【００４２】
このように、本実施の形態では、楽曲名又はアーティスト名がユーザにより変更されたと
きに、現在のアルバム名が自動的に付与されたアルバム名か否かを調べて、自動的に付与
されたアルバム名の場合は変更された楽曲名又はアーティスト名に応じてアルバム名を変
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更する。これにより、例えばハードディスクに収録されているアルバムをリスト表示した
ときに、図１１に示すように表示され、ユーザは所望の楽曲が属するアルバム名を容易に
検索することができるようになり、操作性が向上する。
【００４３】
なお、上記の例では、楽曲名又はアーティスト名に応じてアルバム名を変更したアルバム
についてはアルバム名に括弧を付けて他のアルバムと区別できるように表示しているが、
図１２に示すように、アルバム名に所定のアイコン４２を付けて区別できるようにしても
よい。また、このようにして変更されたアルバム名を他のアルバムとは異なる色調（例え
ばグレーのような中間階調色）で表示してもよい。
【００４４】
更に、上記の例では、ハードディスク１１に収録されているアルバムの楽曲名又はアーテ
ィスト名を編集する場合について説明したが、本実施の形態のオーディオ装置では、音楽
ＣＤ１２ａをＣＤ再生部１２に装填したときに表示される画面（図４参照）で楽曲名又は
アーティスト名を編集する場合についても、上記の例と同様に、ユーザにより変更された
楽曲名又はアーティスト名に応じてアルバム名が変更される。
【００４５】
更にまた、上記の例では、楽曲名又はアーティスト名を入力したときにアルバム名を調べ
て、アルバム名が自動付与されたものである場合にはアルバム名を楽曲名又はアーティス
ト名に応じて自動的に変更するものとしたが、アルバム名を変更するか否かをユーザが選
択できるようにしてもよい。
【００４６】
例えば、ユーザが楽曲名（又は、アーティスト名）を入力した後に「決定」キー３３を押
すと、画面に「楽曲名（又は、アーティスト名）に応じてアルバム名を変更しますか？（
変更する場合は「決定」キー／変更しない場合はその他のキー」などのメッセージを表示
し、ユーザが「決定」キー３３を押したときだけアルバム名を楽曲名（又は、アーティス
ト名）に応じて変更するようにする。これにより、ユーザは楽曲名又はアーティスト名を
入力する順番にかかわらず、アルバム名を好みの楽曲名又はアーティスト名に応じて変更
することが可能になる。
【００４７】
本発明は上記の実施の形態に限定されるものではない。例えば、本発明は、汎用コンピュ
ータを使用して構成されるオーディオ装置に適用することもできる。
【００４８】
【発明の効果】
以上説明したように、本発明によれば、ユーザが楽曲名又はアーティスト名を変更すると
、制御部によりアルバム名が楽曲名又はアーティスト名に応じて変更されるので、所望の
楽曲が含まれるアルバムと他のアルバムとを容易に区別することができるようになる。こ
れにより、多数のアルバムを収録したオーディオ装置の操作性が向上するという効果を奏
する。
【図面の簡単な説明】
【図１】図１は、本発明の実施の形態のオーディオ装置の構成を示すブロック図である。
【図２】図２には、ハードディスクに設けられた音楽データ記憶領域及び音楽情報データ
ベース記憶領域を示す模式図である。
【図３】図３は、リモコン送信機を示す模式図である。
【図４】図４は、表示部に表示されるＣＤ再生リストの例を示す図である。
【図５】図５は、ハードディスクに収録された音楽データの楽曲名を編集する場合の動作
を示すフローチャート（その１）である。
【図６】図６は、ハードディスクに収録された音楽データの楽曲名を編集する場合の動作
を示すフローチャート（その２）である。
【図７】図７（ａ）はハードディスクに収録されているアルバムのリストの表示例を示す
図、図７（ｂ）はアルバムに含まれる楽曲の楽曲名及びアーティスト名のリストの表示例
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を示す図、図７（ｃ）は選択された楽曲の楽曲名が反転表示されて楽曲名の編集が可能に
なったときの表示例を示す図である。
【図８】図８（ａ）はユーザにより楽曲名が入力された状態の画面表示例を示す図、図８
（ａ）は、楽曲名に応じてアルバム名を変更した状態の画面表示例を示す図、図８（ｃ）
はアーティスト名が変更可能になったときの画面表示例を示す図である。
【図９】図９は、ユーザによりアーティスト名が変更されたときの画面表示例を示す図で
ある。
【図１０】図１０は、アーティスト名に応じてアルバム名が変更されたときの画面表示例
を示す図である。
【図１１】図１１は、楽曲名に応じてアルバム名を変更した後にハードディスクに収録さ
れているアルバムをリスト表示したときの画面表示例を示す図である。
【図１２】図１２は、楽曲名に応じてアルバム名を変更したアルバムをアイコンにより区
別できるようにしたときの画面表示の例を示す図である。
【符号の説明】
１０…制御部、
１１…ハードディスク、
１２…ＣＤ再生部、
１２ａ…ＣＤ、
１３…操作部、
１４…表示部、
１５…Ｄ／Ａ変換器、
１６…スピーカー、
３０…リモコン送信機。

【図１】

【図２】

【図３】
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